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認定調査員研修（現任者）



研修プログラム

【講 義１】 認定調査の基本原則

【講 義２】 認定調査項目の判断基準

【講 義３】 特記事項の記載ポイント

【演習１～４】特記事項の記載演習
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認定調査項目の判断基準
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特記事項の記載のポイント
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特記事項の記載演習
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演習方法

１ 個人ワーク（５分）

・模擬認定調査のシナリオに関する説明を聞いて、認定調査
項目の選択肢を選び、特記事項に記載する内容を検討して
ください。

・事前講義で紹介した特記事項の記載ポイントを振り返りな
がら個人ワークシートに、実際に記載してみましょう。

２ グループワーク（２０分）

・認定調査項目の選択や、特記事項の内容について、個人
ワークで検討した内容をグループメンバーに共有しながら、
よりよい特記事項についてディスカッションしてください。

３ 解説（５分）

・特記事項の記載ポイントについて、解説します。 44



グループワークの方法

• 各グループにおいて、選択結果やその判断理由、特記事
項に記載した内容等について話し合っていただきます。

○お一人ずつ、個人ワークの内容を共有してください。

・個人ワークの内容を共有後に、お互いの発表の中で、良い
と思った記載内容等日手、ディスカッションを行ってください。

○ディスカッションの時間は20分です。（お一人ずつ共有い
ただき、余った時間でディスカッションをお願いします）

〈グループワークの留意点〉

○特記事項の内容について、唯一の正解はありません
（グループワークでは、1つの結論や正解を目指す必要はありません。）

○お互いの意見を否定せず、講義で学習したポイントを意識しながら、よりよい特記事項の在り方に
ついて、意見交換を行ってください。 45



グループワークのグランドルール

o 端的に発言すること

o 積極的に発言すること

o 否定的な発言はせず、受容的な雰囲気作りをすること

o 求められたゴール・課題に向けて発言すること

（自分の興味関心だけで発言しないように留意）

o 多様な意見がでるように努めること

（自分ばかりが発言しないように留意）

o 時間を守ること
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○調査対象者の概要

➢ Aさん 男性（50代）
➢ 高次脳機能障がい、アルコール依存症、うつ病

➢ 単身、近隣の父が週に数回訪問し、身の回りの世話
を行っている

○評価を行う認定調査項目

➢ 「2-6 健康・栄養管理」

○認定調査の状況

➢ 対象者の入院先の病院にて調査

➢ 本人と父親、病棟看護師が対応

【事例１】概要
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• 調査員：自宅ではアルコールの管理は、誰が行っていましたか。

• 本人：自分で行ってました。父に隠れて飲んでいて交通事故を起こ
してしまいました。

• 調査員：お父様は飲酒についてはご存じなかったんですね。

• 父：そうなんです。知らない間に飲んでいて・・・。飲酒運転で事故を
起こして頭を打ってから、忘れっぽくなりましたね。

• 調査員：そうなんですね。病院での様子はいかがですか。

• 看護師：声掛けは必要ですが、健康面や、金銭管理は問題ないで
す。ただ主治医から「高次脳機能障がい」の診断を受けており、「記
憶障がい」が顕著で、忘れてしまうことが多くメモにして渡したりして
いますが、メモの活用は定着していません。入浴時間も何回か確認
されるので、その都度お伝えしています。

• 本人：確かに、改めて言われるとそうかもしれないですけど・・・。そ
んなに何回も確認してたかなあ・・・。

【事例１】シナリオ
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調査項目：2-6 健康・栄養管理

【メモ欄】

2-6 健康・栄養管理 特記事項

１ 支援が不要

２ 部分的な支援が必要

３ 全面的な支援が必要

【事例１】個人用ワークシート
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○調査対象者の概要

➢ Bさん 男性（30代）
➢ 知的障がい（A2)、聴覚障がい

➢両親、弟と４人兄弟。自宅での介護者は母親で、健康
上の問題はない。

○評価を行う認定調査項目

➢ 「2-11 危険の認識」

○認定調査の状況

➢ 対象者の自宅にて調査

➢ 本人と母親が対応

【事例２】概要
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• 調査員：生活の中で危ないと感じたり、危険な目にあったりしたこ
とはありますか。

• 本人：特にありません

• 調査員：お母さまからご覧になっていかがですか

• 母：そうですね、家では特に心配はありません。

• 調査員：慣れてない状況や、初めての場所でも危険なことはあり
ませんか。

• 母：外では信号や車などの認識はあるのですが、経験のない場
所では、声掛けだけでの理解は難しく、制止するために手を握っ
たりしないといけません。先日も、旅行に行った時に、信号のな
い道を自転車が来てるのに飛び出そうとして、止めたことがあり
ました。

【事例2】シナリオ
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調査項目：2-11 危険の認識

【メモ欄】

2-6 健康・栄養管理 特記事項

１ 支援が不要

２ 部分的な支援が必要

３ 全面的な支援が必要

【事例2】個人用ワークシート
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○調査対象者の概要

➢ Cさん 男性（20代）
➢ 知的障がい（最重度)
➢ 障害者支援施設入所中

○評価を行う認定調査項目

➢「4-17 ひどいもの忘れ」

○認定調査の状況

➢入所中の障害者支援施設にて調査

➢本人と支援者が対応

【事例3】概要

53



• 調査員：普通の生活の中で、物忘れをすることがありますか？

• 本人：・・・・（無言）

• 調査員：それでは、施設の方からみていかがですか。

• 施設職員：時間の概念の理解が難しいので、スケジュール管理
はできないですね。ただ、すべての動作に声掛けは必要ですが、
その都度声掛けすれば入浴や食事などご自分でできますので、
特に支障はありません。トイレは決まった時間に連れて行ってい
ます。

• 調査員：日常の動作に、毎回声掛けを行っていると言うことでよ
ろしいですか。

• 施設職員：そうです。毎日声掛けがないと、次の活動や動作に移
ることができないですね。

【事例3】シナリオ
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調査項目：4-17 ひどいもの忘れ

【メモ欄】

【事例3】個人用ワークシート

4-17 ひどいもの忘れ 特記事項

１ 支援が不要

２ 希に支援が必要

３ 月に１回以上の支援が必要

４ 週に１回以上の支援が必要

５
ほぼ毎日（週５日以上の）支
援が必要 55



○調査対象者の概要

➢ Dさん 女性（40代）
➢ 知的障がい（A1)、自閉スペクトラム症。
➢ 障がい者支援施設入所中

○評価を行う認定調査項目

➢「4-22 他人を傷つける行為」

○認定調査の状況

➢入所施設にて調査

➢本人と施設職員が対応

（本人への調査後に施設職員へ追加質問している場面）

【事例4】概要
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• 調査員：Dさんに対する支援に関して、少し補足でお話を聞かせて
下さい。コミュニケーションについては、絵カード使ってやり取りして
いるとのことでしたよね。

• 施設職員：はい。言語のみで意思疎通は難しく、相手と会話すると
言う認識は低いですね。自分の言いたいことを一方的に話す傾向
が強くて、相手の言っている言葉を理解したような素振りはあるので
すが、その後の言動が伴っていないことが多かったのです。そのた
めこちらの伝えたことが分からずに、食事の場面で勝手に別の人の
食事を食べようとするので、自室で食事を摂っていただくように対応
をしています。

• 調査員：そうなんですね。先ほどの調査時は、穏やかな方だという
印象だったのですが、様々な配慮をされているのですね。再度の確
認なのですが、「自らを傷つける行為」や「他人を傷つける行為」は
月に１回あるかないかとのことであってますか。

• 施設職員：そうですね。この１か月を振り返ると、１回もなかったと思
います。

【事例4】シナリオ
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• 調査員：それは施設の皆さんがDさんへの支援について、配慮さ
れていたからというところがあるでしょうか。

• 施設職員：そうですね。入所当初は毎日のように自傷・他害があ
りました。最近も新入職員が対応した時に、イライラして殴りかか
るようなことがあり、ヒヤッとしました。その職員は言葉だけでの
やり取りを立て続けにしてしまい、本人が混乱したんだと思いま
す。他の職員が状況に気づき、絵カードで次の活動を促したこと
で、本人も切り替わりケガ人が出ずにすみました。

• 調査員：そんなことがあったんですね。では、Dさんが理解しやす
い意思疎通の方法を選択したり、環境を工夫するなどの配慮が
ないと、そのくらいの頻度で自傷・他害が生じると考えられますか。

• 施設職員：Dさんの場合は、配慮がない状態で刺激が重なれば、
毎日でも自傷・他害につながるかもしれません。

【事例4】シナリオ（続き）
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調査項目：4-17 他人を傷つける行為

【メモ欄】

4-22 他人を傷つける行為 特記事項

１ 支援が不要

２ 希に支援が必要

３ 月に１回以上の支援が必要

４ 週に１回以上の支援が必要

５
ほぼ毎日（週５日以上の）支
援が必要

【事例4】個人用ワークシート
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